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1． 緒 言 

札幌市では 2006年 4月から神経芽細胞腫スクリ

ーニング検査の対象を 1 歳 6 か月に変更して実施

している（以下、18MS）。2009年度には、1人の

患者（症例⑫）を新たに発見したので、スクリー

ニング結果および発見症例について報告する。 

 

2． 対象および方法 

18MS の対象は、札幌市に在住する生後 1 歳 6

か月児とした。市内 10区の保健センターで実施す

る 1 歳 6 か月児健康診査の案内とともに 18MS の

検査セットを郵送した。 

検査では、尿ろ紙に採尿後、当所に郵送された

尿 ろ 紙 か ら Vanillylmandelic acid (VMA) ，

Homovanillic acid (HVA)等を抽出後、高速液体ク 

ロマトグラフィーで尿中濃度を測定した1）。18MS 

のカットオフ値はVMA： 13μg/mg creatinine、

HVA：27μg/mg creatinineとした。 

 

3． 結 果 

2009年度には 10,779 人（受検率 73.5%）が受検

し、1例の神経芽細胞腫患児を発見した。18MSで

の発見例は合計で 12 人で発見頻度は 3,373 人に１

人となった（表 1）。 

今年度発見患児は男児で、精査時年齢は 1 歳 7

か月、手術時年齢は 1 歳 8 か月であった。原発部

位は副腎で、原発腫瘍は全摘された。腫瘍組織の

INPC 組織分類は神経芽細胞腫(NB)であり、嶋田

分類では Unfavorable group であった。また、

MYCN増幅は認められなかった。 

 

4．考 察 

2010 年 3 月末現在、4 年間での 18MS 発見例は

12 例で、現在までのところ、発見頻度は 3,373 人

に１人と 6MS（4,372 人に 1 人）や 14MS（5,269

人に 1 人）と比べると高頻度となっており、腫瘍

の性状などから考えても 18MS においても予後良

好と思われる腫瘍が存在することが示唆される。 

今後は、18MSの有効性を検討するために、スク

リーニングを実施していない地域との発症率・死

亡率に関する比較を行っていきたいと考える。 
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症例 
手術時 

月齢 

MYCN 

増幅 

原発 

部位 
INPC組織分類 嶋田分類 

INSS 

分類 
治療 転帰 

⑫ 20 なし 左副腎 
neuroblastoma,  

poorly differentiated 
Unfavorable 1 全摘 無病生存 

表1. 18MS結果 

期  間 受検者数 受検率 再検査数（率） 精密検査数（率） 患者数 発見頻度 

2006.4–2009.3 29,699   69.2% 211 (0.71%) 16 (0.05%) 11 1: 2,670 

2009.4–2010.3 10,779   73.5% 57 (0.53%) 5(0.05%) 1 1: 10,779 

合計 40,478 70.3% 268(0.66%) 21 (0.05%) 12 1: 3,373 

 

表2. 18MS発見例の検査結果 

初回検査 再検査 精密検査 
年度 症例 

受検時 

月齢 VMA HVA VMA HVA VMA HVA 

2009 ⑫ 男 18 20.7 31.1 17.6 22.2 19.1 27.5 

 （単位：μg/mg cre） 

表3. 18MS発見症例 


